
資料２ 

新しいレベル名称と 

火山情報の改善 

平成 19 年 6 月 7 日 
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（１）新しいレベルの名称（総称名）について 
 

 新しいレベルは、火口周辺の規制や登山・入山規制等及び居住地域にお

ける避難準備や避難等、噴火時等に対応した行動等を示し、住民等の生命

を守る観点で火山噴火に対する警戒を呼びかけるものであることから、そ

の名称を「噴火警戒レベル」とすることが適切である。 
 
 

 

 

 

噴火 警戒 レベル 
 

 

 

 

 

※ 噴火警戒レベルは、単にレベルの数値のみでなく、各レベルに住民等

の避難行動等に対応したキーワード（レベル１「平常」、レベル２「火

口周辺注意」、レベル３「注意」、レベル４「避難準備」、レベル５「避

難」）が設定されている。 
 

 

（２）「火山の状況に関する解説情報」の新設 
 

 従来火山観測情報で発表してきた、火山活動が活発な場合の火山性地震

や微動回数等の状況の発表については、レベルが変更されたとの誤解を生

じないよう、新たに「火山の状況に関する解説情報」を設けて発表するこ

ととする。 

 

 
 

【参考】わかりやすい火山情報への改善の提言（「噴火時等の避難体制に係る火山防災対策の
あり方（仮称）」骨子：第３回） 

○ 避難、避難準備、登山規制及び立入規制等の具体的な防災行動に結びつくよう区
分し、各レベルにキーワード（「避難」、「避難準備」、「注意」等）を設定した新し
いレベルに改善 

○ 新しいレベルの趣旨を適切に表す名称に改称 

○ 火山現象をより詳細に解説する場合は、火山活動解説資料等で発表 

警戒を示すレベルであることを表現 

火山噴火に関するレベルであることを表現
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参考資料 

「噴火警戒レベル」導入後の火山情報（案） 
 

１． 情報の全体構成 
 

火山情報は下図のような構成で発表する。この中で、タイトル、見出しの冒

頭、本文の最後のそれぞれの部分にレベルとキーワードを記述し、誤解の生じ

ることのないように努めて発表する。 

 

 

火山情報 

②見出し部 

警戒事項等の要点を短く記述 

この冒頭にレベルとキーワード、レベルの変更

状況を記述 

①タイトル部 

火山名 情報番号 発表時刻等を記述 

 レベルとキーワード、レベルの変更状況を記述 

③本文部 

情報の本文を記述 

 末尾にレベルとキーワード、レベルの変更状況

を記述 

 

④レベルの説明部 

噴火警戒レベルについて説明を記述 
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２．各構成部分の説明 

①タイトル部 
 

 

  *現状は、緊急火山情報、臨時火山情報、火山観測情報のそれぞれの情報毎に通番で発表し

ている。 

 

 

 

② 見出し部 

 

 

＊ ＊＊（見出し）＊＊＊ 

＜噴火警戒レベルを○（キーワード）から○（キーワード）に引き上げ＞ 

（見出し文） 

・・・・・・・・・・ 

 

見出しの冒頭にレベルの変更等の状況を表記。 

 

例）＊＊（見出し）＊＊ 

＜噴火警戒レベルを２から３（注意）に引き上げ＞ 

 桜島の昭和火口付近の噴火活動が活発化しており、今後、従来の南岳山頂

火口で発生していた噴火と同じような噴火が発生する可能性が高くなってお

り、噴火警戒レベルを２（火口周辺注意）から３（注意）に引き上げました。

今後の火山活動状況に注意してください。 

 

 

 

 

火山名 ○○○ 火山情報 第△△号（××××情報） 

【レベル○（キーワード）に引き上げ】 

 

 

 

 

レベルの状況をタイトルに記載。情報番号は火山毎において火山情報として通

番で発表。 

 

例）「火山名 桜島 火山情報 第２３号（臨時火山情報） 

【レベル３（注意）に引き上げ】 

情報番号は火山毎に 

火山情報として通番*

とする。 

当該レベルに対応した情報名（緊

急火山情報、臨時火山情報、火山

観測情報）を記載 

レベルとキーワード及びレベルの変更状況を記載 

冒頭にレベル

と変更等の状

況を記載 



- 4 - 

③ 本文部 
 

 

 

 

 

④ レベルの説明部 
特に大きなレベルを発表することはまれであることから、常に意味がわか

るように情報文の中にレベルの説明（下記）を記述することを原則とする。た

だし、同じレベルの情報が連続して発表される場合には省略することがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊（本 文）＊＊ 

・・・・・・・・・・・・・注意して下さい。 

 

＜噴火警戒レベルを○（キーワード）から○（キーワード）に引き上げました＞

 

本文の最後にもレベルを記載。 

 

例 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺注意）から３（注意）に引き上げました＞ 

本文の最後にもレベル

の変更状況がわかるよ

うに記述 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生または

切迫。危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：居住地域に重大な被害を及ぼす噴 

火が発生する可能性が高まっている。警戒が必要な居住地域での

避難の準備。災害時要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（注意）】：火山活動は活発。状況に応じて災害時 

要援護者の避難準備等。登山・入山規制等危険な地域へ 

の立入規制等。 

【レベル２（火口周辺注意）】：火山活動はやや活発。 

  火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：火山活動は静穏。特別の対応なし。 

  状況に応じて火口内への立入規制等。 

 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況 

により異なる） 
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３．「火山の状況に関する解説情報」の例 
 

 

 

 

 

 
 

 

火山名 ○○○ 火山の状況に関する解説情報 第×××号   

 

発表時刻  発表官署 

 

＜噴火警戒レベルに変更はありません（レベル○（キーワード））。＞ 

 

 

 

 

 

＜噴火警戒レベルは○（キーワード）です＞ 

 

本文 

噴火回数や地震回数

等の詳しい状況につ

いてお知らせする。 

火山名 桜島 火山の状況に関する解説情報 第１２３号 

平成１８年６月１２日１８時３５分 福岡管区気象台・鹿児島地方気象台  

 

＊＊ 本文 ＊＊ 

＜噴火警戒レベルに変更はありません（レベル３（注意））。＞ 

桜島の７日１５時から本日１５時までの火山活動は次のとおりです。 

この期間、噴火は観測されませんでした。 

１５時現在、噴煙の状況は雲のため不明です。 

火山性地震の回数は次のとおりで、地震の規模はいずれも小さく、体に感じる 

地震は発生していません。 

     ７日 ５３回 

     ８日 ２６回 

     ９日 ４０回 

    １０日 １０回 

    １１日 １２回 

    １２日  ４回（15 時まで） 

火山性微動は５月２３日１６時５４分頃に発生して以降、観測されていません。 

ＧＰＳによる観測では地殻変動に特段の変化は認められません。 

次の火山の状況に関する解説情報は１９日１６時発表の予定です。 

 

＜噴火警戒レベルは３（注意）です。＞ 

火山の状況に関する解説情報の本文例 

本文最後に現在のレベ

ルとキーワードを記載 

レベルに変更のないこ

とを記載 


